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(54)【発明の名称】 滅菌装置

(57)【要約】
【課題】本発明は、ユーザーの負担を軽くし、確実かつ
迅速な処理を行える滅菌装置を提供することを目的とす
る。
【解決手段】本発明は、内視鏡に設けられた固有情報保
持部から上記固有情報を読み取り、読み取った上記固有
情報に基づき、上記内視鏡を滅菌する滅菌処理条件を設
定し、この設定された滅菌処理条件に応じて滅菌処理を
制御する内視鏡滅菌装置である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】被滅菌物を収容する収容部と、
上記被滅菌物に設けられたこの被滅菌物の履歴情報を保
持する固有情報保持部から上記固有情報を読み取る読み
取り手段と、
上記読み取り手段により読み取った上記固有情報に基づ
き上記収容された被滅菌物を滅菌する滅菌処理条件を設
定する滅菌処理条件設定手段と、
上記滅菌処理条件設定手段で設定され滅菌処理条件に応
じて滅菌処理を制御する制御手段と、
を備えたことを特徴とする滅菌装置。
【請求項２】内視鏡を収容する収容部と、
上記内視鏡に設けられたこの内視鏡の固有情報を保持す
る固有情報保持部から、上記固有情報を読み取る読み取
り手段と、
上記読み取り手段により読み取った上記固有情報に基づ
き上記収容された内視鏡を滅菌する滅菌処理条件を設定
する滅菌処理条件設定手段と、
上記滅菌処理条件設定手段で設定され滅菌処理条件に応
じて滅菌処理を制御する制御手段と、
を備えたことを特徴とする内視鏡滅菌装置。
【請求項３】上記固有情報は、上記内視鏡の種別および
履歴の少なくとも何れかについての情報を含むことを特
徴とする請求項２に記載の内視鏡滅菌装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡等の被滅菌
物を滅菌処理する滅菌装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡は検査に使用した後、洗滌を行
い、付着した汚れを落とし、この後に高圧蒸気にさらし
て滅菌処理を行い、感染予防を図るようにしている。従
来、内視鏡の洗滌と滅菌は別々の装置で各々独立して処
理がなされていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】滅菌装置により内視鏡
を滅菌処理する際、内視鏡の汚れが落ちていないと、汚
れが落ちていない部分では滅菌用蒸気が内視鏡表面に充
分に接触せず、滅菌作用が充分に働かなくなってしま
う。また、内視鏡に孔が開いたり傷が付いたりしている
と、内視鏡に内蔵されている電子部品が高圧蒸気にさら
されることで破壊されてしまうので、孔や傷がないこと
を確認する漏水検知を行っておく必要がある。しかしな
がら、内視鏡を滅菌装置にかける前に内視鏡が確実な洗
滌や漏水検知等を受けたことの確認作業はユーザに頼っ
てきたところである。
【０００４】また、滅菌処理の条件はユーザが手作業で
滅菌装置に入力していたが、この入力作業は以下に述べ
るような内視鏡の特有な事情からして各内視鏡の状況に
合わせた情報を的確に入力することは非常に面倒で複雑
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な入力操作が必要であり、ユーザの負担を大きく、ま
た、比較的高度の知識を必要とした。内視鏡の構造は内
視鏡の種類によって様々であり、管路構成が複雑なもの
や、管路長が長かったりする。非常に細い管路のもので
は、管路全体に滅菌蒸気が行き渡るまでかなりの時間を
必要とする。管路を持たないものや、管路構成が単純で
短く太いものであれば、短時間で蒸気が全体に行き渡る
ので、処理時間を短く設定できる。また、高温高圧に耐
性のあるものであれば、滅菌処理の熱や圧力の設定値を
上げる事で処理時間を短くする事が出来るということが
ある。
【０００５】一方、高圧蒸気滅菌処理において、被滅菌
物である内視鏡は高温下において処理されるので、滅菌
終了直後には内視鏡本体がある程度の余熱を帯びてい
る。内視鏡本体内のＣＣＤ等の電子部品は熱による影響
を受けて、画像にノイズ等を含んで画像を劣化させてし
まう可能性があるので、十分に内視鏡本体を冷ます必要
があった。
【０００６】本発明は上記課題に着目してなされたもの
であり、その目的とするところは、ユーザの負担を軽く
し、確実かつ迅速な処理が行える滅菌装置を提供するこ
とにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段及び作用】請求項１に係る
発明は、被滅菌物を収容する収容部と、上記被滅菌物に
設けられたこの被滅菌物の履歴情報を保持する固有情報
保持部から上記固有情報を読み取る読み取り手段と、上
記読み取り手段により読み取った上記固有情報に基づき
上記収容された被滅菌物を滅菌する滅菌処理条件を設定
する滅菌処理条件設定手段と、上記滅菌処理条件設定手
段で設定され滅菌処理条件に応じて滅菌処理を制御する
制御手段と、を備えたことを特徴とする滅菌装置であ
る。
【０００８】請求項２に係る発明は、内視鏡を収容する
収容部と、上記内視鏡に設けられたこの内視鏡の固有情
報を保持する固有情報保持部から、上記固有情報を読み
取る読み取り手段と、上記読み取り手段により読み取っ
た上記固有情報に基づき上記収容された内視鏡を滅菌す
る滅菌処理条件を設定する滅菌処理条件設定手段と、上
記滅菌処理条件設定手段で設定され滅菌処理条件に応じ
て滅菌処理を制御する制御手段と、を備えたことを特徴
とする内視鏡滅菌装置である。
【０００９】請求項３に係る発明は、上記固有情報は、
上記内視鏡の種別および履歴の少なくとも何れかについ
ての情報を含むことを特徴とする請求項２に記載の内視
鏡滅菌装置である。そして、本発明は、被滅菌物の種別
や履歴等の固有情報を記憶させ、これらを基に処理条件
の設定や確認または被滅菌物の補正を自動的に行う。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の一実施形
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態に係る装置について説明する。図１は内視鏡１を概略
的に示しており、図２はその内視鏡１を洗滌する内視鏡
洗滌装置２を示し、図３はその内視鏡１を滅菌する内視
鏡滅菌装置３を示し、図４は内視鏡検査システム４を示
す。
【００１１】上記内視鏡１は挿入部６と操作部７とライ
トガイドケーブル８を備えてなり、ライトガイドケーブ
ル８のコネクタ９付近部位には漏水検知用コネクタ部と
他の図示しない周辺機器と電気的に接続される通信用コ
ネクタ部１０が設けられている。この内視鏡１を洗滌、
消毒する場合、この通信用コネクタ１０の電気的接続部
には洗滌液や消毒液などの液剤の滲入などから保護する
ための防水キャップ（図示せず）が装着されるようにな
っている。
【００１２】上記内視鏡１はコネクタ９付近部位には内
視鏡ビデオプロセッサや内視鏡洗滌装置２または内視鏡
滅菌装置３などの他の装置に設けられる後述するRFIDユ
ニットとの間でデータの通信を行う為のRFIDタグ１１が
設けられている。このRFIDタグ１１は、ＣＰＵ、送受信
回路、アンテナ、メモリ等で構成されている。上記RFID
タグ１１のメモリ（固有情報保持部）内には以下のよう
な固有情報が記録されている。すなわち、固有情報とし
ては、内視鏡１が洗滌済みであるか、いつ洗滌処理が行
われたか、漏水検知検査の結果、滅菌済みであるか、い
つ滅菌処理が行われたか等の履歴情報があり、また、上
記情報の他にも内視鏡１の種別としての型名、製造番
号、いつ内視鏡検査が行われたか、どのような症例に用
いられたか等の情報も含まれる。
【００１３】上記内視鏡１のRFIDタグ１１は内視鏡ビデ
オプロセッサや内視鏡洗滌装置２、内視鏡滅菌装置３に
具備されたRFIDユニットとRFIDシステム(高周波自動認
識システム)を構成し、この通信を通して情報の授受と
電力供給が行われる。このRFIDシステムにおいては電気
接点の接触方式ではなく、高周波による無線方式の通信
であるので、RFIDタグ１１とRFIDユニット双方とも樹脂
等で密閉が可能であり、双方とも完全防水構造になって
いる。
【００１４】図２に示すように、上記内視鏡洗滌装置２
は洗滌する医療用具としての内視鏡１を収容する為の洗
滌槽１２と、トップカバー１３と、処理工程のプログラ
ムなどの滅菌処理条件を設定できるコントロールパネル
１４とを備える。さらに、洗滌槽１２の部分にはRFIDユ
ニット１５が設けられている。
【００１５】このRFIDユニット１５は上記洗滌槽１２に
収容された内視鏡１のRFIDタグ１１と交信して、上記内
視鏡１の型名や製造番号等の情報などを記憶したRFIDタ
グ１１の記録情報を読み取る手段を構成している。ま
た、内視鏡洗滌装置２には上記洗滌槽１２に収容された
内視鏡１から読み取った内視鏡１の固有情報に基づき上
記洗滌槽１２に収容された内視鏡１を洗浄する処理条件
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を設定する洗滌処理条件設定手段が構築されている。
【００１６】上記RFIDユニット１５は、送受信回路、ア
ンテナ等で構成されており、内視鏡洗滌装置２に組み込
まれた制御部によって制御される。内視鏡１を洗滌する
際には洗滌槽１２内に内視鏡１をセットし、内視鏡１内
の管路を洗滌する為に内視鏡管路洗滌チューブ１６を内
視鏡１に接続する。この洗滌チューブ１６を通して内視
鏡洗滌装置２側から内視鏡１の管路へ洗滌液が送液され
ることで内視鏡１内の各管路が洗滌される。また、内視
鏡１に孔が開いたり傷ついたりしていないことを確認す
る漏水検知工程を行うための漏水検知チューブ１７が漏
水検知用コネクタ部に接続される。この漏水検知チュー
ブ１７を内視鏡１に接続すると、漏水検知チューブ１７
が内視鏡１の内部と連通する。そして、漏水検知工程が
開始されると、内視鏡洗滌装置２から漏水検知チューブ
１７を通して内視鏡１の内部へ送気が行われ、このとき
の送気圧が測定される。内視鏡１に孔が開いたり傷つい
たりしていなければ、内視鏡１の内部に送られた空気は
漏れる事無く一定圧力値を示すが、漏れている場合は圧
力が低下する。このようにして、内視鏡１に孔が開いた
り傷ついていないかを確認する。
【００１７】上記内視鏡滅菌装置３は図３に示すよう
に、滅菌する内視鏡１を収容する為のチャンバ（収容
部）２１を有し、このチャンバ２１の部分にはRFIDユニ
ット２２が設けられている。このRFIDユニット２２は上
述した内視鏡洗滌装置２のRFIDユニット１５の場合と同
様に、送受信回路、アンテナ等で構成されており、内視
鏡滅菌装置３の制御部によって制御される。そして、こ
のRFIDユニット２２は上記内視鏡１のRFIDタグ１１と交
信して、上記チャンバ２１に収容された内視鏡１の型名
や製造番号等の情報などを記憶したRFIDタグ１１の記録
情報の読み取る手段を構成している。また、上記内視鏡
滅菌装置３には、上記チャンバ２１に収容された内視鏡
１から読み取った内視鏡１の固有情報に基づき上記チャ
ンバ２１に収容された内視鏡１を滅菌する処理条件を設
定する滅菌処理条件設定手段が構築されている。
【００１８】なお、チャンバ２１にはカバー２３が設け
られており、内視鏡滅菌装置３の前面にはコントロール
パネル２４が設けられている。このコントロールパネル
２４により滅菌処理条件を設定できる。
【００１９】図４は上記内視鏡検査システム４の概略図
である。内視鏡検査システム４は、光源装置３１、ビデ
オプロセッサ３２およびモニタ３３を備える。また、内
視鏡検査システム４のビデオプロセッサ３２にはRFIDユ
ニット３４が設けられている。RFIDユニット３４はビデ
オプロセッサ３２の制御部によって制御され、上記内視
鏡１のRFIDタグ１１との通信が行われるようになってい
る。
【００２０】図５は上記内視鏡検査システム４のブロッ
ク図である。内視鏡１にはＣＣＤ４１と制御部４２とメ
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モリ４３が設けられる他、上述したRFIDタグ１１が設け
られている。内視鏡用ビデオプロセッサ３２には画像処
理部４４と制御部４５とメモリ４６が設けられる他、上
述したRFIDユニット３４が設けられている。
【００２１】そして、内視鏡検査時、内視鏡１のＣＣＤ
４１により撮影された画像がビデオプロセッサ３２に伝
達され、ビデオプロセッサ３２内で画像処理が行われ、
モニタ３３へと映し出される。また、内視鏡１とビデオ
プロセッサ３２との間ではRFIDシステムにより通信が行
われる。すなわちRFIDタグ１１とRFIDユニット３４との
間で無線通信が行われ、内視鏡検査前に洗滌情報や滅菌
情報、内視鏡１の型番等の固有情報がRFIDタグ１１から
読み込まれ、検査終了後は内視鏡検査内容等がRFIDタグ
１１に書き込まれる。
【００２２】図６はRFIDユニットとRFIDタグの回路図で
ある。洗滌装置２や滅菌装置３およびビデオプロセッサ
３２側に具備されているRFIDユニットはいずれも送信を
行う為の発振回路５１と、変調回路５２と送信コイルＬ
１と、受信を行う為の受信コイルＬ２と復調回路５３
と、上記各部による送受信を制御するコントローラ５４
から構成されている。コントローラ５４は装置本体側の
本体制御回路５０に接続されている。
【００２３】また、内視鏡１側に具備されるRFIDタグ１
１は信号を送受信する為のコイルＬ３と共振用のコンデ
ンサＣと復調回路５５と変換器５６と変調器５７と上記
各部を制御する主制御部５８およびメモリ５９により構
成されている。さらに、上記RFIDタグ１１にはコイルＬ
４で受信した信号を平滑・整流して安定化させた駆動電
力を得る電源回路６０が設けられ、この電力により上記
各部を駆動するようになっている。
【００２４】次に、本実施形態の動作について説明す
る。内視鏡１を内視鏡洗滌装置２にセットして洗滌処理
する際、まず、内視鏡１に孔が開いたり傷がついたりし
ていないかを確認する漏水検知工程を行なう。この検査
結果、もし内視鏡１に傷がある場合にはユーザーに警告
を出し、直ちに内視鏡１の修理を促す。一方、傷が無く
内視鏡１を水に浸漬しても問題ない事が確認された場合
は洗滌処理が開始される。
【００２５】そして、洗滌処理が終了すると、内視鏡洗
滌装置２は内視鏡１と通信を行い、洗滌がいつ行われた
かや漏水検知工程の結果等の洗滌情報を内視鏡１のRFID
タグ１１に書き込む。即ち、RFIDユニット１５では内視
鏡洗滌装置２の本体制御回路５０からの制御を受けてコ
ントローラ５４からシリアル信号として転送される書き
込みコマンドに従ってデジタル変調された無線周波信号
をコイルＬ１に印加する。内視鏡１内のRFIDタグ１１側
ではRFIDユニット１５側コイルＬ１から発せられた無線
信号をコイルＬ３に受け、ここで誘起された信号を増幅
して、復調回路５５でもとのデジタル信号に復調する。
そして、デジタル化されたシリアル信号情報をもとに主
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制御部５８はメモリ５９に書き込みを行う。このように
して、RFIDタグ１１とRFIDユニット１５との間で通信が
行われ、内視鏡１のRFIDタグ１１内のメモリ５９に情報
が記憶される。
【００２６】続いて、内視鏡１の洗滌が終わると、内視
鏡１を滅菌装置３にセットして滅菌処理が行われる。滅
菌処理が開始されると、まず、滅菌装置３が内視鏡１と
通信を行い、内視鏡１に記憶されている洗滌情報や内視
鏡１の型番等を確認する。すなわち、RFIDユニット２２
では滅菌装置３の本体制御回路５０の制御を受けてコン
トローラ５４からシリアル信号として転送される読込み
コマンドに従ってデジタル変調された無線周波信号をコ
イルＬ１に印加する。内視鏡１内のRFIDタグ１１側で
は、コイルＬ３に誘起された信号を増幅して、復調回路
５５でもとのデジタル信号に復調する。デジタル化され
たシリアル信号情報をもとにRFIDタグ１１の主制御部５
８はメモリ５９からデータを読み込み、コイルＬ１から
送られる無変調信号に同期してシリアル信号に変換し、
変調回路５７でその信号に従ってコイルＬ３とコンデン
サＣによるタンク回路を共振状態にするか否かを制御す
る。そして、RFIDユニット２２側のコントローラ５４が
コイルＬ２を介してRFIDタグ１１側のタンク回路が共振
するか否かを検出する事により情報の交信が行われる。
このようにしてRFIDタグ１１とRFIDユニット２２との間
で通信が行われ、内視鏡１のRFIDタグ１１内のメモリ５
９に情報が読み出される。
【００２７】滅菌装置３はここで得られた情報から、洗
滌が行われていなかったり、漏水検知工程の結果で内視
鏡１に傷がある虞がある場合には滅菌処理を開始せずに
ユーザーに確認するよう警告を発する。洗滌情報をもと
に滅菌処理が行える事が確認できた場合は、滅菌処理を
開始する。このときの滅菌処理の内容は内視鏡の型番か
ら自動的に設定される。即ち、例えば大腸用の長い内視
鏡や鉗子起上ワイヤガイドといった極細管路を具備した
内視鏡などの場合には管路全体に滅菌蒸気が行き渡るの
に時間が必要なので、工程時間を長く設定する。一方、
管路構成が簡略なものであったり、管路の長さが短い内
視鏡の場合は工程時間を短く設定する。また、内視鏡の
種類によって、滅菌蒸気温度や圧力を通常より高くして
も耐性がある内視鏡の場合は滅菌蒸気温度や圧力を高く
設定して処理時間を短く設定する。こうして、設定され
た滅菌処理内容に従って滅菌処理を滅菌装置が行う。
【００２８】内視鏡１の滅菌処理が終了すると、滅菌装
置は再び内視鏡１と通信を行って、いつ、どのような処
理を行ったかという滅菌情報を内視鏡１のRFIDタグ１１
のメモリ５９に記憶させる。
【００２９】滅菌処理が行われた後、内視鏡１を使って
検査が行われる際には図４に示すように内視鏡１を光源
装置３１とビデオプロセッサ３２に接続する。ビデオプ
ロセッサ３２は接続された内視鏡１と通信を行って、滅
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菌情報を確認する。滅菌済みの内視鏡である事が確認さ
れると、何時どのような滅菌処理が行われたかといった
滅菌情報をモニタ３３に表示してユーザーに確認しても
らう。もし、滅菌処理が行われていない場合はユーザー
にその旨をモニタ３３に表示して警告を発する。
【００３０】また、ビデオプロセッサ３２は滅菌処理内
容を確認して内視鏡１の内部のＣＣＤ４１の温度を推測
する。これは予め滅菌処理を行った際に自然放置した内
視鏡１のＣＣＤ４１がどのように温度低下するかをビデ
オプロセッサ３２が記憶しており、内視鏡１との通信か
ら滅菌処理を行ってどれだけ時間経過したかにより算出
する。そして、ＣＣＤ４１が撮影した検査画像を画像処
理する際に、ＣＣＤ４１の熱によるノイズを除去するフ
ィルタの定数を算出したＣＣＤ４１の温度から決定す
る。このようにして、内視鏡画像の補正が自動的に行わ
れる。
【００３１】尚、本発明は前述した実施形態に限定され
るものではなく、他の形態にも適用が可能なものであ
る。
【００３２】＜付記＞前述した説明によれば、以下に列
挙する事項および以下に列挙した事項のものを任意に組
み合わせた事項のものが得られる。
１．内視鏡本体に記憶手段を設け、洗滌に関する情報
と、滅菌に関する情報または内視鏡自体の情報を記憶さ
せると共に、洗滌装置、滅菌装置及び内視鏡画像処理装
置との間で通信する手段を設け、処理の際に内視鏡と装
置側とで通信を行えるようにした内視鏡。
２．内視鏡を収容する収容部と、所定の情報を記憶した
記憶手段を有する内視鏡を収容して滅菌する滅菌室と、
上記滅菌室に収容された上記内視鏡の上記記憶手段に記
憶された上記所定の情報を取得する情報取得手段と、上
記情報取得手段より取得した上記所定の情報に基づき、
上記滅菌室に収容された上記内視鏡を加熱滅菌する条件
を決定する加熱滅菌条件決定手段と、上記加熱滅菌条件
決定手段により決定された条件に基づき、上記滅菌室に
収容された上記内視鏡を加熱滅菌する加熱滅菌手段と、
を有することを特徴とする内視鏡滅菌装置。
【００３３】例えば、洗滌装置において内視鏡の洗滌処
理を行う場合、洗滌装置は内視鏡と通信を行い、内視鏡
に関する情報を受け、また、洗滌に関する情報を内視鏡
の記憶手段に記憶させる。ここで、洗滌に関する情報と
は例えば何時どのような洗滌処理を行ったかや内視鏡内
部に水漏れが無いかを確認する漏水検知工程の結果や内
視鏡管路が詰まっていないかを確認する管路詰まり検知
工程の結果等である。続いて、内視鏡を滅菌装置におい
て滅菌処理を行う際、内視鏡滅菌装置は内視鏡と通信を
行い、内視鏡に記憶されている上記洗滌に関する情報や*
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*内視鏡自体の情報を取得する。この情報を元に内視鏡が
確実に洗滌されているかを確認する。また、内視鏡の水
漏れが無いかや管路詰りが無いかを確認する。もし、こ
れらの情報を確認できない場合はユーザに警告を発して
滅菌処理を開始しないようにする。
【００３４】一方、洗滌が確実に行われ内視鏡に水漏れ
や管路詰まりが無いことを確認できた場合は滅菌処理を
開始する。このとき滅菌処理の条件は内視鏡の種類に応
じて自動的に設定される。そして、滅菌処理が終わった
際には再び内視鏡滅菌装置は内視鏡と通信を行い滅菌に
関する情報を内視鏡に記憶させる。滅菌に関する情報と
は例えば何時どのような滅菌処理を行ったかである。
【００３５】続いて、滅菌された内視鏡を使い内視鏡検
診をする際には、内視鏡画像処理装置が内視鏡と通信を
行い滅菌に関する情報を取得する。そして、何時どのよ
うな滅菌処理を行ったかを基に内視鏡内部の温度を推定
し、例えばＣＣＤの温度特性に従ってノイズ除去用の画
像処理を行う。
【００３６】よって、内視鏡のビデオプロセッサや洗滌
装置、滅菌装置が通信により内視鏡に設けたメモリに洗
滌情報や滅菌情報等を書き込み、またメモリから情報を
読み出しできるようにしたので、これらの情報を元に各
処理の確認や補正を自動的に行うことでユーザの負担を
軽くし、確実かつ迅速な処理が行える。
【００３７】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
内視鏡等の被滅菌物に洗滌情報や滅菌情報を記憶させ、
これらを基に処理の確認や補正を自動的に行うので、ユ
ーザーの負担を軽くし、確実かつ迅速な処理を行える滅
菌装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る内視鏡全体を概略的
に示した側面図である。
【図２】上記実施形態に係る内視鏡を洗滌する内視鏡洗
滌装置の斜視図である。
【図３】上記実施形態に係る内視鏡を滅菌する内視鏡滅
菌装置の斜視図である。
【図４】上記実施形態に係る内視鏡検査システムの斜視
図。
【図５】上記内視鏡検査システムのブロック図である。
【図６】上記内視鏡検査システムのRFIDユニットとRFID
タグの回路図である。
【符号の説明】
１…内視鏡、３…内視鏡滅菌装置、１１…RFIDタグ、２
１…チャンバ、２２…RFIDユニット、４１…ＣＣＤ、４
２…制御部、４３…メモリ。
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